
アオキシロカイガラムシ

イチイや温室内の樹木などの幹，枝，葉につく小さな白いカイガラムシ．長さ約1mmで細長い，あるいは長さ2～2.5mmで扁平

な洋梨形．

実害はほとんどないが，多発すると被害葉に黄色の斑点ができる．

風通しの悪いところに発生しやすいので，野外では剪定して通風を良くすることで予防する．

【学名】 Pseudaulacaspis cockerelli 

【分類】 カメムシ目（Hemiptera），マルカイガラムシ科（Diaspididae）

【分布】 北海道，本州，四国，九州；熱帯～亜熱帯．

【生態】

宿主：イチイ，コブシ，ホオノキ，アケビ，イヌツゲ，マタタビ，ミズキ，サンゴジュ，カツラ，イボタ，ヤシなど．

イチイ以外の各種樹木にもつき，温室内の植物にも普通にみられるという．

札幌辺りでは，成虫が６月に出現する．卵は７月上中旬に孵化する．孵化幼虫は葉で吸汁加害し，８月になると綿状物質を分泌

し目立つようになる．発生は年１回，幼虫越冬のようである．

【被害】

北海道でイチイの被害が確認されたのは1991年と比較的最近である．また，被害が報告されているのは主に札幌市である．被害

葉には黄色の斑点ができる．木を枯らした記録はない．
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